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COOCH8),6.98(2H doubletJ･7cpsC-CH些
COOCH3)7.88(2HquartetCH2些 CH=)8･72

亡くCH2)8⊃9.ll(3IItripletCH3-CH2)が確認された･

以上の結果より methy13,5-tetradecadienoateの

cJ'S.Lrans2只性休が考えられ, このことを確定する

ため以下の方法で2共性体を合成した.

Zn
C書tI.7CHO+BrCH2C≡CH→C8H17CHCH2C≡CHl

0H

芸芸 (cie･tT L7"CsH*誤 cp=T･ChHBrj,芸等 ,Br
-}

H
C87717C-C･C…CCIもCH20H

H

① CrO3/H2SO- H H
~ >C4HlTC-C･C-CCHtCOOCHl
(むCH2N2 H H
H2/Lindlar

この結果 methyltl･anS-3,cl'sl5-tetradecadienoate

が上述の分析紙米とよく一致し,したがってヒメカツ

オプシムシの性誘引物矧まtyans-3,cl'S-5-tetradeca･

dionoicacidであると判明した. (桑原保正)

.トウヒノシントメハマ牛の雄に対する合成誘引物

質.

ASyntheticAttractantfortheMaleSpruce

Budworm Moth ChoListoneuTafumiferana

(Clem.).∫.A.FindleyD.氏.Macdonardand

C.S.Tang.Experientia23,377(1967).

工業用パルミチン慨は,わずかではあるが, トウヒ

ノシントメハマキの雄に対して誘引性のあることがわ

かった.有効物質として1.5kgの原料から2mgの結

晶性脂肪酸ニトリルがえられ貿虫分析および合成物と

の一致から〝-octadecanenitrilと結諭された.この

ものおよびその同族体について,野外実験したところ,

各 1mg/トラップで実際の♀1匹ずつおいた場合と匹

敵する誘引性が認められ,これらの物質がこの昆虫の

雄に対して顕著な誘引性をもつことが明らかになった.

(古田一郎)

アワノメイガの栄養,アスコルビン酸.

Nutrition ofthe European Corn Borer,

OstrinianubiLaLis(Hubn.)Ⅴ.Ascorbicacid

asthecornleaffactor.G.M.Chippendaleand

S.D.Beck,Ent.Exp.&App1.7,241,1967.

アワノメイガを人工飼料で雑菌的に飼符すろ際,完

全に成育させるため,拾物さく汁の乾燥物が必要であ

り, この植物中に含まれる未知の要因をleaffactor

と呼んでいた.leaffactorを追究した結果,アスコ

ルビン慨であることが明からになった.一方小ま腫芽

を飼料に加えると幼虫の成育がよいことから,成育を

促進する他の因子が小麦腫芽に存在するように思われ

る. (石井象二郎)
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